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心白発現の良好な酒造好適米新品種「山形酒 86号」の育成
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1 はじめに

山形県の清酒製造業者は現在 57社,販売量が全国で12

位の中堅の県であるものの,地酒・吟醸酒ブームの到来以降,

吟醸酒,純米酒,本醸造酒などの高級酒 (特定名称酒)分野

では,本県の販売量は上位に立っている

一方,酒造原料米生産では酒造好適米「美山錦」の導入

(1988年 )及び「出羽燦々」の育成(1995年)と掛米「雪化粧」

の育成 (1991年 )によって,県産酒の酒造用原料米自給率

は約 60%まで高まっている 2003年の酒造好適米の作付面

積 (山形農政事務所調べ)は ,「出羽燦々]208ha,「美山錦」

152haで,その他「改良信交」「京の華J「五百万石J等数品種

がそれぞれ 3ha未満ずつ栽培されている 酒造好適米は心

自の発現する大粒種で,酒質に及ぼす影響が大きいことから,

低タンパク質含量などの形質が求められる

こうした中で本県酒造業界からは,気象変動に負けない

酒米生産の振興と清酒消費量の増大を図ることができる優

れた品質の県オリジナル新品種の育成が期待されていた

2004年に心自発現率が高く,品質が良好な特性をもつ酒造

好適米「山形酒 86号」を育成したので,その育成経過及び

特性について報告する

2育成経過及び特性
「山形洒 86号」は,1994年に山形県立農業試験場庄内支

場において,滋系酒 56号,後の「吟吹雪Jを母に,山形酒 49

号,後の「出羽燦々」を父に人工交配を行い,選抜,育成し

た大粒心自の系統である 母本の「吟吹雪Jは「山田錦」を母

に,強稗の酒造好適米「玉栄」を父に,1991年 に滋賀県農業

試験場が育成した酒造好適米である 父本の「出羽燦々」は,

山形県の中山間～平坦部に道する酒造好適米で,母である

「美山錦」の耐倒伏性と品質を改良した品種である(図 1)

表 1に育成地 (山形県藤島mrlの標肥における「山形酒86

号」の生育と収量を,表 2にはその特性を示した 出穂期は,
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図1 山形酒 86号の系譜

表1 山形酒86号の生育 収量(育成地,標肥,1998～ 2003年 )
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「出羽燦々Jより2日 程度遅く,熟期は中生の晩に属する 中

生の「美山錦J「出羽燦々Jとは熟期が異なるとともに,本県酒

造業界では,「山形酒 86号Jを良質で値頃感のある純米酒

の原料米に位置づけ,両品種と棲み分けを図る計画である

得長は
「美山錦」「出羽燦々」より短く,r当たり穂数はやや

多く,草型は中稗・偏穂重型である.耐倒伏性は“中"で
'出

羽燦々J並である 収量性は「出羽燦々」に比較し96%とや

や低く,玄米千粒重は 25_9gで「出羽燦々」並である

0もち病真性抵抗性遺伝子型は 22と推定され,圃場抵
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品種ス鷲名 熟期

抗性は葉い1)ち・穂いもちとも“やや強"で ,いもち病抵抗性

は「美山錦」出羽燦々」より強化されている また,耐冷性は

“極強"で 2品種より大きく改善されている

玄米の外観品質は,2品種より優れた特性を有している

表2 山形酒86号の特性(育成地,標肥,1998～ 2003年 )
いもち病蔓財え性

つた中で,「山形酒 86号 Jは安定して心自が発生した 心白

の大きさを表す心自率は,「山形酒 86号 184%,「 美山錦」63qO,

「出羽燦々」55%で ,「山形酒 86号Jは大き0ヽさ白が発生しや

すいと言える むしろ大き過ぎることで砕米率等の醸造特性

が劣ることが懸念された

しかし,精米歩合を約 60%にした場合,精米時の損失を表

す砕米率は[山形酒 86号Jは 73%で「美山錦」と「出羽燦 J々

の中間に位置した このことは,「山形酒 86号」は心自が大き

い割に砕米が少ない特性をもつと言える さらに,酒質に大

きな影響を与えると言われる玄米粗蛋白合有率は 70%で 2

品種より僅かに低い結果となった

なお,工業技術センターの行つた小規模の試験醸造 (仕

込み総量 lkg)でも,醸造後のアミノ酸度が
「出羽燦々」並に

低く,総合的に酒造用原料米に好道という結果であつた ま

た,本格的な試験醸造を 2003年産米で初めて実施したとこ

ろ,原料米の蛋自含量が高まりやすい冷害年にもかかわら

ず,アミノ酸度が低く,きれいで透明感のある酒質と好評であ

つた

3まとめ
「山形酒 86号 1は ,山形県の奨励品種 (認定)として 2004

年に採用された 熟期は中生の晩,障害型耐冷性が“極強",

心自発現が安定して良好な酒造好適米である
「出羽燦々」

に比較し,収量性はやや低いものの,玄米千粒重は並で,

玄米品質は明ら力ヽこ優る 醸造特性は1出羽燦々」並に良好

で,原料米としての適性を十分有している

本県に作付されている酒造好適米は,「出羽燦々」
「美山

錦」であり,両品種の主な用途は吟醸酒である
「山形酒 86

号」は,本県の精米歩合 60%程度の純米酒として新たな酒

の需要拡大が期待される有望な酒造好適米新品種である

なお,遺伝的に心自が大きく,発現も良好であることから,

登熟期が高温で日較差も小さく心自が過大になりやすい地

帯 (庄内地域平坦部)では栽培を避け,県内中山間部を主

体に100ha程度の普及を見込んでいる

酒類業界で勝ち残るため,清酒造りには酒質のバラエティ

に富んだ新しいテイストとこれに応える酒米が求められている

「山形酒 86号 Jは ,本年度からさらに詳細な醸造試験を実施

し,味わい重視の中で“山形の酒"としての検討をカロえる予定

である
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図2品種別の検査等級 (2001～ 2003年 ,農政事務所調査)

図 2に 2001～ 2003年における場内生産力検定試験,県

内奨励品種決定調査及び系統適応ILa定試験における 3

品種の検査等級を示した 「山形酒 86号Jは特等 8点 ,1等

6点で,2等や3等は認められなかつた
「山形酒 86号」の品

質は,年次変動や気象の影響を受けにくく安定し,「美山錦J

「出羽燦々Jより優れることが認められた

表3  山形酒86号の玄米,精米特性 (育成地,標肥.1998～ 2003年 )

心自  心自率
品種系統名 発現率       精米歩合  砕米率  粗蛋自
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「山形洒 86号」の玄米,精米特性を表3に示した 心自発

現率は「山形酒 86号」94,「美山CllJ82%,「 出羽燦々」7ilbで ,

「山形酒 86号」が最も高く,大部分の玄米に心自が認められ

る この特性は,冷夏に見舞われた 2003年の現地試験でも

認められ,「美山錦J「出羽燦々Jの心自の発現が芳しくなか
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